生産管理システムの構築

～情報統合システムによる生産管理のレベルアップ～
概 　要

　当社は、アルミダイカスト部品・製品の受注生産を業とし，繁忙状態にある。

工場の生産管理体制は，各部署が夫々独立してパソコンによるデータ管理を行って居た。

営業受注活動，資材在庫，生産工程，品質検査，製品納入までの一連の仕事の流れを一元化した情報管理により，業務効率の向上を計るため，生産管理システムの構築を図った。

専門家の支援により，情報統合化システムを構想し，その第１歩として各部門ごとに個々の支援システムを導入することについて，専門家の支援を受けた。

	企業名
	㈱マカベアルミ

	（桜川市）

	業   種
	素材加工（鋳造）

	資 本 金
	１,０００万円

	従 業 員
	６０ 人

	生産品目
	自動車部品他

	
	

	テクノエキスパート

	松原　輝明（民間企業系）
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　　　　　【生産計画作成支援システムの具体化支援の概要】
支援内容

　　生産管理を中心とした情報統合化システム構想のもと，システムの具体化の策定，
個別システム（生産計画作成支援システム）の具体化に関して支援を受けた。

成　　果
生産計画表作成の手間削減ができた。

情報の共有化やシステムの利点などを多くの社員に理解してもらうことできた。
支援効果

会社全体の意識・意欲が高まり，目標である統合システム構築へ一歩前進となった。
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